
　７月から改修のため、役場庁舎前の羆のモニュメ

ントが一時不在となっていたが、きれいになり戻っ

てきた。

　まちを訪れる観光客の休憩や撮影スポットとなっ

ている羆のモニュメントは、設置から３３年が経過し

色あせなど劣化が目立っており、ふるさと納税制度

を利用したクラウドファンディングも活用しリ

ニューアル。夜間の目の点滅も復活し、新たに交通

安全期間中には、たすきを掛けて交通安全も呼び掛

けることとした。

■シリーズ苫前商業高等学校　ほか･･･2
■学校ブックフェスティバル　ほか･･･3
■令和４年度以降の成人式について　ほか･･･4
■町健全化判断比率及び資金不足比率･･･5
■健康ばんざい･･･6
■地域包括ケアだより･･･7
■国民健康保険ガイド･･･8
■国民年金ほか･･･９
■学びの広場･･･10
■住まいる情報･･･11～13
■中学生ギャラリー･･･14

人　口／2,915人（男／1，406人：女／1,509人）
世帯数／1,484世帯　　　 　　　（9月30日現在）

町のシンボル リニューアル
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８
月

日（
月
）古
丹
別
小

２３

学
校
の
３
年
生

人
が
、
苫

１０

前
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

で
地
域
学
校
協
働
活
動
と
し

て
着
衣
水
泳
が
行
わ
れ
た
。

服
を
着
た
ま
ま
で
も
浮
け

る
様
に
空
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
抱
え
た
り
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
着
用
し
て
力
を
使

わ
ず
簡
単
に
浮
く
こ
と
が
で

き
る
方
法
を
教
わ
っ
た
。

こ
れ
は
緊
急
の
際
に
川
な

ど
で
助
け
が
来
る
前
に
溺
れ

な
い
た
め
。
ま
た
助
け
る
た

め
の
方
法
も
一
緒
に
学
ん
だ
。

子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
事

業
を
通
し
て
普
段
と
は
違
う

水
の
感
覚
を
楽
し
み
な
が
ら

も
危
険
が
な
い
よ
う
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
た
。

地域学校協働活動「着衣水泳」

８
月

日（
月
）に
苫
前
小

３０

学
校
（
熊
倉
一
弘
校
長
）
５

年
生

人
に
よ
る
防
災
学
校

１１

が
行
わ
れ
た
。

町
総
務
財
政
課
の
職
員
２

名
が
講
師
と
な
り
、
い
ざ
と

い
う
時
し
っ
か
り
と
行
動
で

き
る
よ
う
に
普
段
か
ら
避
難

訓
練
を
行
い
備
え
る
こ
と
が

大
切
と
の
説
明
後
、
避
難
所

体
験
と
し
て
、
昨
年
度
か
ら

導
入
さ
れ
た
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
や
簡
易
テ
ン
ト
を
職
員
と

一
緒
に
な
っ
て
組
み
立
て
て

い
た
。

簡
易
テ
ン
ト
は
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
空
間
の
確
保
の
ほ
か

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
感
染

症
予
防
の
た
め
に
導
入
さ
れ

れ
た
も
の
。

１
時
間
と
い
う
短
い
中
で

子
ど
も
た
ち
は
、
楽
し
そ
う

に
ベ
ッ
ド
や
テ
ン
ト
を
組
み

立
て
る
中
で
も
、
真
剣
に
話

を
聞
い
て
お
り
防
災
に
つ
い

て
よ
く
考
え
る
有
意
義
な
時

間
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

８
月

日（
木
）古
丹
別
小

２６

学
校
（
山
口
清
敏
校
長
）
で

地
域
学
校
協
働
活
動
「
絵
手

紙
作
り
」
が
行
わ
れ
、
６
年

生

人
が
参
加
し
た
。

１１講
師
は
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル

の
西
川
加
代
子
さ
ん
、
柴
田

頼
子
さ
ん
、
前
田
幸
子
さ
ん

の
３
名
が
務
め
た
。

講
師
の
丁
寧
な
指
導
の
も

と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
ニ
ン
ジ
ン
、

キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の
野
菜
を
モ

デ
ル
と
し
て
描
き
、
絵
の
具

で
色
を
付
け
た
り
、
事
前
に

作
成
し
て
お
い
た
落
款
を
押

し
た
り
し
て
絵
手
紙
を
完
成

さ
せ
た
。

最
後
の
作
品
発
表
で
は
、

両
手
に
絵
手
紙
を
持
っ
て
、

出
来
上
が
っ
た
作
品
に
対
し

満
足
そ
う
な
表
情
で
感
想
等

を
話
し
て
い
た
。

地域学校協働活動「絵手紙作り」

　６月に本校で歯の健康教室、その名も「健口（けんこう）教室」を実施しまし
た。「口腔の状態が、生まれた時から人生を終えるまで身体の健康維持に深く
関わっていること」を学び、家族や次の世代に伝えていってほしいという願い
で企画したものです。企画から実施まで古丹別歯科診療所様にご協力をいただ
き、当日も歯科衛生士さん達がアドバイザーとして参加をしてくれました。
　平成25年３月に卒業した岡田里菜さんがそのひとり。岡田さんは我が町出
身。手に職をつけ、いつか地元に戻って働きたいという思いで小樽歯科衛生士専門学校に進学されました。
現在の職場に就職してもうすぐ３年。中学卒業から現在までの進路選択で本当によかったと感じているそ
うです。今回のインタビューはそこをもうひと掘り。
　高校を選ぶ際の決め手は「地元の高校であり、様々な資格が取得できること」、専門学校を選ぶ際の決め
手は「北海道で一番学費が安く、少数精鋭で国家資格の合格率が高いこと」だったそう。オープンキャン
パスに４回参加し「また来てくれたね。」と声をかけてもらったこと、生徒同士で教え合うことや先生と１
対１で教えてもらうことがあたり前に行われている校風であったことが、学びの楽しさとなり、今につな
がっていると力強く答えてくださいました。都会から地元へＵターンしたことにより、“顔が見える”人と
のつながりを実感し、それが仕事のやりがいや安心感のある暮らしにつながっていることに気づくことが
できたそうです。
「少人数の利点」と検索すると、「大人数は、グループ化しやすく内面的な部分の交流は少ない、少人数
は人それぞれの考え方の違いや個性を知ることができ、認め合い協力し合う力がつく」とありました。「見
えるつながり」のある学校・地域での暮らしをあらためて見つめ直すインタビューでした。

文・写真：苫前商業高校地域連携委員：瀧 川 直 子

「卒業生を訪ねて②」

地域で守り育てよう　私たちの苫前商業高等学校

防 災 学 校 ～苫前小学校～
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９
月

日（
月
）苫
前
町
Ｂ

２７

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

「
プ
ー
ル
で
Ｓ
Ｕ
Ｐ
（
ス
タ
ン

ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー
ド
）

体
験
」
が
行
わ
れ

人
が
参

１２

加
し
た
。

海
洋
セ
ン
タ
ー
職
員
か
ら

乗
り
方
や
パ
ド
ル
の
持
ち
方
、

漕
ぎ
方
な
ど
基
本
動
作
の
説

明
を
受
け
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
を
着
て
実
際
に
Ｓ
Ｕ
Ｐ
に

乗
っ
て
体
験
。
始
め
は
立
ち

膝
か
ら
、
慣
れ
る
と
立
っ
て

パ
ド
ル
を
漕
い
で
プ
ー
ル
を

回
っ
て
い
た
。

参
加
者
全
員
が
初
め
て
の

Ｓ
Ｕ
Ｐ
体
験
で
あ
っ
た
が
、

少
し
の
練
習
で
立
つ
ほ
か
、

ジ
ャ
ン
プ
し
た
り
回
っ
た
り

と
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
つ
か
み
、

落
水
し
な
が
ら
も
何
度
も
挑

戦
し
楽
し
ん
で
い
た
。

９
月
８
日（
水
）に
苫
前
・

古
丹
別
小
学
校
の
登
校
時
に

苫
前
町
民
生
委
員
・
児
童
委

員
協
議
会（
小
林
孝
之
会
長
）

と
羽
幌
警
察
署
少
年
補
導
員

苫
前
支
部
（
加
藤
隆
雄
支
部

長
）
合
同
に
よ
る
朝
の
「
声

か
け
運
動
」
が
行
わ
れ
た
。

登
校
す
る
児
童
た
ち
と

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
交
わ

し
た
り
、
グ
ー
タ
ッ
チ
を
し

た
り
と
仲
の
良
さ
そ
う
な
様

子
も
見
か
け
ら
れ
た
。
児
童

た
ち
は
朝
か
ら
と
て
も
明
る

い
表
情
で
登
校
し
て
お
り
、

校
舎
前
に
は
元
気
な
声
が
響

き
渡
っ
て
い
た
。

９
月

日（
水
）に
は
、
苫

２２

前
・
古
丹
別
中
学
校
で
も
朝

の
声
か
け
運
動
が
行
わ
れ
た
。

９
月

日（
金
）古
丹
別
小

２４

学
校
の
３
年
生

人
を
対
象

１０

に
株
式
会
社
箱
柳
牧
場
で
地

域
学
校
協
働
活
動
「
酪
農
体

験
」
が
行
わ
れ
た
。

代
表
取
締
役
の
丹
羽
秀
樹

さ
ん
が
講
師
と
な
り
、
始
め

に
「
施
設
内
で
は
大
声
を
だ

さ
な
い
」
な
ど
注
意
を
呼
び

か
け
、
酪
農
の
一
日
の
仕
事

の
流
れ
を
説
明
し
た
。
児
童

た
ち
は
、
搾
乳
や
哺
乳
体
験

な
ど
を
通
し
て
多
く
の
牛
と

触
れ
あ
っ
た
。

児
童
た
ち
か
ら
の
「
牛
舎

で
使
う
道
具
は
ど
ん
な
物
が

あ
る
の
」「
１
日
に
ど
れ
ほ
ど

の
エ
サ
を
食
べ
る
の
」
な
ど

の
質
問
に
対
し
て
丹
羽
さ
ん

は
丁
寧
に
答
え
て
い
た
。

酪
農
体
験
を
終
え
て
児
童

た
ち
は
「
酪
農
家
は
１
日
に

沢
山
や
る
こ
と
が
あ
っ
て
大

変
さ
が
わ
か
っ
た
」
な
ど
と

感
想
を
話
し
て
い
た
。

地域学校協働活動「酪農体験」

８
月

日（
火
）古
丹
別
小
学

３１

校
（
山
口
清
敏
校
長
）、
９
月
８

日（
水
）苫
前
小
学
校
（
熊
倉
一

弘
校
長
）
の
体
育
館
で
学
校

ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開

催
さ
れ
た
。

公
民
館
図
書
室
か
ら
８
０
０

冊
の
小
説
や
図
鑑
、
絵
本
な
ど

の
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
本
が
選

書
さ
れ
体
育
館
に
並
べ
ら
れ
た
。

今
年
の
お
は
な
し
会
で
は

「
お
は
な
し
の
森
の
ひ
な
た
」

が
制
作
し
た
影
絵
「
苫
前
の
孝

子
伝
説
」
も
行
わ
れ
た
。

８
０
０
冊
の
本
を
目
の
前
に

児
童
た
ち
は
小
説
や
図
鑑
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
興
味
の
あ
る
本
を
手

に
取
っ
て
読
ん
だ
り
、
借
り
る

本
を
熱
心
に
選
ん
だ
り
し
て
い

た
。

学校ブックフェスティバル ～苫前小学校・古丹別小学校～

朝の「声かけ運動」～苫前町民生委員・児童委員協議会～

プールでＳＵＰ体験 ～苫前町Ｂ＆Ｇ海洋センター～
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地域社会貢献事業 まちの施設を整備していただきました

　苫前漁港船揚場改良その他工事を実施している三協建設株式会社（堀松秀樹代表取締役）が８月19日

（木）、20日（金）に未来港公園沿道

の草刈りと８月30日（月）に北る

もい漁業協同組合冷蔵庫前の縁石

との段差解消のため舗装補修を地

域社会貢献事業として実施してい

ただきました。

　ありがとうございました。

未来港公園沿道草刈り・漁協冷蔵庫前舗装補修 ～三協建設㈱～

　高齢者等の冬場の引きこもり解消や健康増進など健やかな生活支援を図るため、町が指定する宿泊施

設の利用助成を行う「苫前町いやしふれあい助成事業」を本年度も実施しています。

苫前町いやしふれあい助成事業について

◎事業対象者

虚満70歳以上の方、許身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方、距要介

護２以上の要介護認定を受けている方、鋸②～③の該当となる方の付添人で町長が認めた方（付添人

が町外の場合は、対象者の３親等以内の方）

◎申請受付

　役場窓口、古丹別支所及び力昼郵便局で申請の受付を行っています。

（手続きには印鑑を持参ください）※今回から力昼郵便局での受付が可能となりました。

■問合せ等　 保健福祉課福祉係　緯64－2215

役 場 対象者 宿泊施設

①申請

③予約・利用助成券提出②助成券交付

【令和４年（2022年）度以降の成人式について方針が決定しました】

＜方針＞
　民法の改正により令和４年（2022年）４月１日から成年年齢が20歳から18歳に引き下げられることか

ら、苫前町では令和４年度以降は成人式の名称を「苫前町20歳（はたち）の集い」と改め、式典の対象者

はこれまでどおり、「開催年度の４月２日～翌年度４月１日までの間に20歳を迎える方」といたします。

＜理由＞
１　18歳という年齢は、対象となる大半が高校生であり、受験や就職活動のために時間的、精神的、経

済的に余裕の無い時期であり、式典への参加が困難であると考えられるため。

２　契約行為などの年齢要件が18歳に変わる一方で、飲酒や喫煙など年齢要件が20歳のまま変わらな

いものもあり、20歳を迎える時期に式典を行うことで、一般成人同様の「権利の行使と義務を負う」

ことへの責務と自覚を改めて持ってもらうため。

　以上のことから、令和５年１月開催予定の式典より取り扱いを変更しますのでよろしくお願いいたし

ます。

■問合せ先　 社会教育課　緯65－4076

令和４令和４年年（2022年（2022年））度以降の成人式につい度以降の成人式についてて
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　地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第22条第１項の規定により、本町の令和

２年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率について、次のとおり公表いたします。

苫前町の健全化判断比率及び資金不足比率を公表します

各地方公共団体の財政状況を判断する基準として、次の４つの比率が設けられて

います。
健全化判断比率

　上記の表を見てもいずれの比率も国の基準をクリアしており、苫前町の

財政は十分に健全性が保たれています。

財政再生
基準

早期健全化
基準

健全化判断比率

前年度比率Ｒ２比率

２０．００１５．００－－実質赤字比率

４０．００２０．００－－連結実質赤字比率

３５．０　２５．０　１１．４９．７実質公債費比率

３５０．０－－将来負担比率

（注）実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合及び実質公債費比率又は将来負担比率が

算定されない場合、健全化判断比率は「－」で表示

（単位：％）

【文中の用語解説】

・実質赤字比率＝一般会計等における実質赤字が標準財政規模に対してどれく
らいの割合になっているかを表した比率です。

・連結実質赤字比率＝すべての会計を対象とした実質赤字（又は資金の不足額）
の標準財政規模に対する比率です。

・実質公債費比率（３ヶ年平均）＝収入のうち、どのくらいの割合を借金返済に
充てているかを表した比率です。

※当該比率が18％以上の市町村が地方債（借金）を借り入れる場合、都道府県
知事の許可が必要となります。

・将来負担比率＝一般会計等が将来負担すべき実質的な負債が標準財政規模に
対してどれくらいの割合になっているかを表した比率です。

経営健全化
基準

資金不足比率

前年度比率Ｒ２比率

２０．０

－－簡易水道事業特別会計

－－下水道事業特別会計

－－風力発電事業特別会計

（注）資金不足額がない場合、資金不足の比率は「－」で表示

【文中の用語解説】

・資金不足比率＝公営企業ごとの資金不足（＝赤字）がその公営企業の事業規模
に対してどのくらいの割合になっているかを表した比率です。

公営企業ごとの財政状況を判断する基準として設けられたもので、一定の基準を

超えると経営健全化計画の策定が義務づけられます。
資金不足比率

令和２年度の比率を見て

も「早期健全化」「財政再

生」の両基準を下回って

いることから、健全な財

政運営が行われているこ

とが、わかりますね

会社で例えると
経営の改善が見
込めず倒産にあ
たる状態

・実質赤字比率

・連結実質赤字比率

・実質公債費比率

ひとつでも財政
再生基準を超え
ると 財政再生計画の策定 が義務づけに

券
犬
鹸

財政再建団体へ

会社で例えると
倒産まではいか
ないが、経営状
態があまりよく
ない会社

・実質赤字比率

・連結実質赤字比率

・実質公債費比率

・将来負担比率

いずれかが早期
健全化基準を超
えると 財政健全化計画の策定

個別外部監査
が義務づけに
券
犬
鹸

早期健全化団体へ

（単位：％）

「簡易水道事業」「下水

道事業」「風力発電事

業」の３事業とも資金

不足がなく、「－」で表

示されているので、健

全な経営がされている

ことがわかりますね
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子
宮
の
入
り
口
部
分
の
頸
部
に

で
き
る
が
ん
が
、
子
宮
頸
が
ん
で

す
。

～

歳
代
の
若
い
女
性
に

２０

３０

は
乳
が
ん
に
次
い
で
多
い
が
ん
で

す
が
、

歳
代
も
発
症
数
が

～

６０

２０

歳
代
の
次
に
多
い
年
代
で
す
。

３０特
に
最
近
は
、

歳
以
下
の
日
本

３９

人
女
性
で
子
宮
頸
が
ん
の
発
病
や

死
亡
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
早
期

の
症
状
は
、
お
り
も
の
が
増
え
た

り
、
色
の
変
化
が
お
こ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
多
く
は
自
覚
症
状

が
あ
り
ま
せ
ん
。

子
宮
頸
が
ん
は
原
因
と
し
て
、

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ

Ｐ
Ｖ
）
の
感
染
が
あ
り
ま
す
。
Ｈ

Ｐ
Ｖ
は
約
８
割
近
く
の
女
性
が
生

涯
の
う
ち
一
度
は
感
染
す
る
あ
り

ふ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
で
す
が
、
感
染

し
て
も
身
体
の
免
疫
機
能
で
自
然

と
治
る
場
合
が
殆
ど
で
す
。
し
か

し
、
一
部
が
持
続
感
染
し
「
前
が

ん
病
変
」
と
な
り
、
そ
の
一
部
が

が
ん
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
感
染
経
路
は
性

交
渉
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
が
多
い

早
期
の
段
階
は
自
分
で
気
づ
く
こ

と
が
難
し
く
、
子
宮
頸
が
ん
検
診

で
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

検
診
で
は
が
ん
に
な
る
前
の
「
前

が
ん
病
変
」
や
、
ご
く
初
期
の
が

ん
を
高
精
度
に
発
見
で
き
ま
す
。

こ
の
段
階
で
あ
れ
ば
、
狭
い
範
囲

を
切
除
す
る
手
術
で
完
治
す
る
こ

と
が
多
く
、
治
療
後
の
妊
娠
や
出

産
が
可
能
で
す
。
先
進
諸
国
で
は

～

％
の
女
性
が
受
診
し
て
い

６０

８０

ま
す
。
令
和
２
年
度
苫
前
町
の
子

宮
が
ん
検
診
受
診
率
は
、

坩
４

１２

％
で
し
た
。

苫
前
町
で
は

歳
以
上
の
女
性

２０

を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
町

の
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
流
れ
は
、

受
付
→
保
健
師
の
問
診
→
更
衣
室

で
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
や
タ
イ
ツ
を
脱

ぐ（
靴
下
は
可
）→
検
査
前
に
ト
イ

レ
を
済
ま
せ
る
→
検
診
車
内
で
診

察
・
検
査
と
な
り
ま
す
。
検
査
の

対
象
と
な
る
条
件
等
は
、
今
月
の

こ
の
広
報
誌
折
り
込
み
チ
ラ
シ
で

ご
確
認
願
い
ま
す
。
子
宮
頸
が
ん

検
診
で
行
っ
て
い
る
の
は
、
細
胞

診
の
検
査
で
す
。
ま
ず
、
検
診
車

内
の
部
屋
の
診
察
台
に
上
が
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
カ
ー
テ
ン
を
開

け
て
足
台
に
足
を
の
せ
ま
す
。
姿

勢
や
身
体
の
位
置
が
整
う
よ
う
に

看
護
師
が
声
を
か
け
る
の
で
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
あ
わ
て
な

く
て
も
大
丈
夫
で
す
。
医
師
が
器

具
を
使
っ
て
子
宮
頸
部
の
状
態
を

診
察
し
、
ブ
ラ
シ
で
子
宮
の
頸
部

を
こ
す
り
ま
す
。
採
取
し
た
細
胞

は
、
後
日
、
顕
微
鏡
を
使
っ
て
観

察
し
て
検
査
し
ま
す
。

超
音
波
検
査
を
希
望
し
た
方
は
、

そ
の
ま
ま
の
姿
勢
で
、
医
師
が
超

音
波
の
器
具
を
使
っ
て
子
宮
筋
腫

の
有
無
や
卵
巣
の
状
態
を
診
察
し
、

そ
の
場
で
説
明
し
ま
す
。
検
査
自

体
は
数
分
で
終
了
し
ま
す
。
子
宮

頸
が
ん
検
査
後
は
出
血
す
る
こ
と

が
あ
る
た
め
、
生
理
用
ナ
プ
キ
ン

を
つ
け
る
と
安
心
で
す
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
は
、
子
宮
頸
が
ん

の
細
胞
診
検
査
に
使
っ
た
残
り
の

細
胞
を
利
用
し
て
、
ハ
イ
リ
ス
ク

型
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
感
染
の
有
無
を
確
認

し
、
さ
ら
に
危
険
度
の
高
い
Ｈ
Ｐ

Ｖ

型
、

型
の
感
染
を
確
認
し

１６

１８

ま
す
。
そ
の
た
め
、
将
来
が
ん
を

発
症
す
る
リ
ス
ク
を
予
想
し
、
自

分
に
あ
っ
た
検
査
時
期
に
病
院
等

で
検
査
を
受
け
る
こ
と
で
、
よ
り

早
期
の
段
階
で
対
処
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
時

間
毎
の
受
付
人
数
を
少
な
く
し
、

撮
影
や
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
診
察

開
始
時
間
を
早
め
て
い
ま
す
。
例

年
よ
り
も
終
了
ま
で
の
待
ち
時
間

が
短
縮
で
き
る
よ
う
に
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
実
施
ス
タ
ッ
フ
は
体

調
管
理
、
手
指
や
会
場
の
消
毒
、

換
気
に
努
め
ま
す
。
受
診
す
る
方

に
も
、
健
診
前
２
週
間
内
の
体
調

不
良
、
感
染
者
が
多
く
発
生
し
て

い
る
地
域
や
海
外
へ
の
訪
問
歴
が

あ
る
方
は
受
診
の
中
止
を
お
願
い

し
ま
す
。
当
日
の
検
温
、
マ
ス
ク

着
用
、
乳
が
ん
検
診
は
、
ご
自
身

の
バ
ス
タ
オ
ル
の
持
参
等
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
検
診
申
込
者
に
後
日

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

苫
前
町
で
は
、
公
民
館
で
子
宮

頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
（
集
団
検

診
）
を
年
１
回

月
に
実
施
し
ま

１２

す
。詳

し
く
は
、
今
月
の
広
報
誌
の

折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

ク
ー
ポ
ン
券
（
藤
色
）
を
６
月

に
受
け
取
っ
て
い
る
方
は
個
別
に

病
院
で
検
査
を
受
け
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
ク
ー
ポ
ン
券
送
付
時
に

同
封
し
て
い
る
検
診
の
受
診
方
法

を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
、
検

診
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

乳
が
ん
に
つ
い
て
は
、
自
分
で

乳
房
を
定
期
的
に
触
っ
て
確
認
す

る
こ
と
で
、
が
ん
を
発
見
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
月
１
回
程
度
を

目
安
に
、
生
理
が
あ
る
方
は
、
出

血
が
終
わ
っ
て
４
～
７
日
後
に
行

う
の
が
お
勧
め
で
す
。

①
鏡
の
前
で
腕
を
上
げ
下
げ
し
て
、

乳
房
に
引
き
つ
り
や
形
に
変
化

が
な
い
か
、
乳
首
か
ら
分
泌
液

が
な
い
か
を
み
ま
す
。

②
（
お
風
呂
の
時
に
触
っ
て
み
て

も
よ
い
）
指
の
腹
を
使
っ
て
軽

く
押
す
よ
う
に
し
て
小
さ
く
動

か
し
な
が
ら
、
上
は
鎖
骨
、
下

は
肋
骨
の
一
番
下
、
左
右
は
鎖

骨
の
中
央
か
ら
脇
の
下
ま
で
広

範
囲
を
触
り
ま
す
。
左
側
は
右

手
で
、
右
側
は
左
手
を
使
う
と

触
り
や
す
い
で
す
。

「
触
っ
て
み
て
も
よ
く
わ
か
ら

な
い
か
ら
意
味
が
な
い
の
か
も
」

と
い
う
声
を
お
聞
き
し
ま
す
が
、

詳
し
く
わ
か
ら
な
く
て
も
大
丈
夫
。

「
い
つ
も
と
違
う
」
と
感
じ
た
と

き
は
、
迷
わ
ず
に
乳
房
を
診
れ
る

外
科
、
乳
腺
外
科
の
診
察
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

「

歳
代
か
ら
気
に
し
た
い
が
ん

～
子
宮
頚
が
ん
～
」

今
月
の
担
当
は

宮
前
保
健
師
長

で
す

……………………………………………………………………………… ざ康ばん健 い

２０

健 康
ばんざい

乳
房
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

子
宮
頸
が
ん
っ
て

ど
ん
な
病
気
？

子
宮
頸
が
ん
検
診
は

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

▼
日
程

令
和
３
年

月

日（
土
）

１２

１１

▼
会
場

苫
前
町
公
民
館

（
送
迎
バ
ス
あ
り
）

＊
事
前
申
し
込
み
必
要

②

①

歳
以
上
の
方
は
乳
が
ん
検
診

も
一
緒
に
受
け
ま
し
ょ
う
！

４０
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………………………………………………………………………よ包括ケ りアだ地域

お問合せ　　苫前町地域包括支援センター　緯64－2215

★苫前町はいかい高齢者等ＳＯＳネットワーク事業の開始について
　認知症高齢者の方やその家族が地域で安心して穏やかに生活ができることを目的として、「はい

かい」により行方不明になるおそれのある方への予防支援を行うとともに、行方不明になった場合

には、地域の協力を得て早期に居場所を発見するため、「苫前町はいかい

高齢者等ＳＯＳネットワーク事業」を10月より開始しました。

　11月19日（金）の寿いきいき教室は、体力測定の実施予定です。
　ご自身の体力が維持できているか、確認のためにも、是非ご参加ください。

噛事業のお知らせ噛

　通常業務等に支障のない範囲の

「はいかい」高齢者等の捜索活動

や、「はいかい」高齢者等を発見し

た場合における警察署又は対策本

部への連絡や対象者の保護など、

協力していただける町内の事業者

を募集しています。

■ ＳＯＳネットワーク協力機関
　 を募集しています！

「はいかい」などの心配のある方は、事前に町に登録しておくことができます。

　ご家族の同意を得て、基本的な情報や特徴、写真などの情報をあらかじめ登録しておくことで、

すみやかに捜索が開始され、早期発見に役立ちます。また、保護された時の身元の確認も早くでき

るので、ご家族にとっても安心につながります。ご心配な方は…事前の登録を！

登録をご希望の方は、地域包括支援センター（役場保健福祉課）にご相談ください。

■ 「はいかい」高齢者等事前登録制度

　認知症や障がい、病気などにより「はいかい」のおそれのある方や、

その他町長が必要と認めた方がこの事業の対象者となります。

■ 対象となるのは？

「はいかい」により行方不明に

なった場合のＳＯＳネットワーク

の動き、流れは右図のとおりとな

ります。

　ご家族の方は、まずは羽幌警察

署（緯62－1110）へ届け出てく

ださい。

■ 行方不明になったら……




